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Ｐ２　　　蛍光管の回収について
Ｐ４～７　特定健診・後期高齢者
　　　　　　　　　　健診のご案内
Ｐ12・13   平成22年度
　　　　　　各会計予算のあらまし

人　口  　63,178 人    （－118）
　男　  　30,887 人    （－  73）
　女　  　32,291 人    （－  45）
世帯数　  23,743 世帯（＋  22）

住民基本台帳人口（３月末日現在）
※（　）内は前月との比較

人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯

　3月28日（日）から４月１日（木）まで、鷺宮の蚕
絲館で「お蚕さまの着物展」が開催されました。31
日（水）には東宣江さんによる座繰り製糸の実演と
参加者による体験が行われるなど、期間中は多くの
人が訪れ、養蚕文化を体験しました。

後世に残す養蚕の技

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち

Vol.50
５月1日号  
平成22年

市長対話の日
5 月 22 日（土）　支所　第２会議室
6月はお休みです
時間 ▼午前 10 時～正午
※受付は午前 11 時 30 分まで
※都合により時間が変更になるこ
ともあります



リサイクルすることで資源に生まれ変わります。
市民の皆さんのご協力をお願いします。

○今年度から、６・９・12・３月の年４回に乾電池と同じ指定日（安中市家庭ごみ収集日程
表により確認してください）に蛍光管・白熱電球を収集します。
○市民の皆さんや清掃業務員の安全のため、蛍光管・白熱電球は購入時のケースや新聞紙な
どに包んで出してください。

問合せ ▼本庁環境推進課廃棄物対策係（☎３８２－１１１１）

注意！
○ごみステーションの安全確保のため、回収日当日（朝８時まで）に出してください。
○事業所から排出されるものは回収しません。家庭から排出されるものに限ります。
○ステーションで回収する蛍光管は、ステーションの安全確保および清掃業務員の安全面からも長さ１
ｍ以下のものに限ります。
○長さ１ｍを超えるものは、受け入れ時間内（月曜～金曜　午前８時30分～11時30分・午後１時～４時
30分）に碓氷川クリーンセンターまで持ち込んでください。
○割れてしまった蛍光管や電球は「ガラス類の日」に出してください。

出　し　方　の　例

購入時の箱がある場合

購入時の箱がない場合

　購入時の箱に入れるか、箱がない場合は新聞紙などで包ん
で出してください。
　まとめて出す場合は、半透明の袋に入れて出してください。

まとめて出す場合は、半
透明の袋に入れて出して
ください。

ごみステーションへ

丸　型
蛍光管 白熱

電球

棒   型   蛍   光   管

ECO

６月から
蛍光管の回収が始まります

２広報あんなか　２０１０年５月号
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

　
　

設
置
補
助
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
地
球
環
境
に
負
荷
の
少
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
促
進
お
よ
び
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
へ
、
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
４
月
１
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
市

の
補
助
制
度
は
国
が
実
施
す
る
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対

策
費
補
助
金
」
の
交
付
事
務
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
実
施
し
て
い
る

補
助
制
度
の
手
続
き
を
行
い
、「
交
付
決
定
通
知
書
」
の
交
付
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

補
助
対
象
▼

　

平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
、
自
ら
居
住
す
る
住
宅
（
居
住
部
分
が
２
分
の
１
以
上
の

店
舗
等
併
用
住
宅
を
含
む
）
に
新
し
く
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
ま
た
は
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
付
き
住
宅
を
購
入
し
居
住
す
る
こ
と
。

※

自
己
の
所
有
で
な
い
住
宅
の
場
合
は
、
同
意
書
が
必
要
で
す

※

既
に
設
置
し
て
あ
り
、
増
設
す
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

補
助
対
象
者
▼

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

１
．
市
税
の
滞
納
の
な
い
市
民
ま
た
は
市
民
と
な
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
る
人

２
．
国
が
実
施
す
る
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
」
の
交
付
事
務
を

行
う
団
体
か
ら
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
る
人

補
助
金
額
▼
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
７
万
円
（
上
限
20
万
円
）

受
付
期
間
▼
４
月
１
日
〜
平
成
23
年
２
月
15
日

（
先
着
順
、
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
）

申
請
書
提
出
先
▼
本
庁
環
境
推
進
課
ま
た
は
支
所
地
域
振
興
課

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分
）

申
請
書
類
▼
本
庁
環
境
推
進
課
ま
た
は
支
所
地
域
振
興
課
お
よ
び
市
HP
か
ら
入
手
で
き
ま

す
。

問合せ ▼本庁環境推進課環境衛生係
支所地域振興課管理係
（☎３８２－１１１１）

出典：太陽光発電普及拡大センター（Ｊ－ＰＥＣ）
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年
に
１
度
の
健
診
で

　
　
あ
な
た
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
！

健
診
の
流
れ

①
受
診
票
・
受
診
券

が
送
ら
れ
て
き
た

ら
個
別
健
診
か
集

団
健
診
へ
②
特
定
健
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う

保
険
証
と
受
診

票
・
受
診
券
を
忘

れ
ず
に
③
健
診
結
果
が
通
知
さ
れ

ま
す
特
定
保
健
指
導
が
必
要

な
人
に
は
別
に
「
利
用

券
」
を
お
送
り
し
ま
す
④
特
定
保
健
指
導
を
受
け

ま
し
ょ
う

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

保
険
証
と
利
用
券
を
忘

れ
ず
に

受
診
期
間
な
ど

受
診
期
間

受
付
時
間

料
金

受
診
場
所

受
診
時
に

持
参
す
る
も
の

受
診
時

の
注

意

結
果
通
知

個
別
健
診
：
平
成
２
２
年
６
月
１
日
～
平
成
２
２
年
１
１
月
３
０
日
ま
で

集
団
健
診
：
Ｐ
７
の
日
程
表
の
と
お
り

午
前
中
の
み
（
集
団
健
診
は
午
前
９
～
１
１
時
３
０
分
）

無
料

Ｐ
６
の
医
療
機
関
ま
た
は
Ｐ
７
の
集
団
健
診
会
場
（
ど
ち
ら
か
一
方
で
受
け
ら
れ
ま
す
）

※
集
団
健
診
は
地
区
割
り
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

①
ご
自
身
の
保
険
証
 

②
特
定
健
康
診
査
〔
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
〕
受
診
票
・
受
診
券
 

③
採
尿
し
た
尿
容
器
（
集
団
健
診
の
み
）

①
朝
食
は
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

②
質
問
票
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い

③
安
中
市
国
民
健
康
保
険
か
ら
抜
け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

　
※
万
一
、
受
診
し
た
場
合
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

④
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
い
ず
れ
か
一
方
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い

　
※
重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
後
か
ら
受
け
た
健
診
費
用
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
で
市
外
に
転
出
し
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

⑥
安
中
市
人
間
ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん

⑦
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

個
別
健
診
は
医
療
機
関
、
集
団
健
診
は
市
か
ら
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

検
査
内
容

基
本
的
な
健
診
項
目
（
必
須
項
目
）

診
察
な
ど
…
問
診
・
身
体
計
測
・
理
学
的
所
見
・
血
圧
測
定
　
　
　

脂
質
…
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

代
謝
系
…
空
腹
時
血
糖
・
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
・
尿
糖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肝
機
能
…
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・
γ
ー
Ｇ
Ｔ
Ｐ

尿
・
腎
機
能
…
尿
た
ん
ぱ
く

詳
細
な
健
診
項
目
（
医
師
が
必
要
と
し
た
人
の
み
）

貧
血
…
赤
血
球
数
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
　
　
　
　
そ
の
他
…
心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査

※
生
活
保
護
を
う
け
て
い
る
４
０
歳
以
上
の
人
の
健
診
も
同
時
に
実
施
し
ま
す

※
６
５
歳
以
上
で
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
心
身
の
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
生
活
機
能
評
価
」
も
同
時
に
実
施

し
ま
す
。
受
診
票
右
面
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ご
う

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ご
う

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ご
う

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ご
う

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ご
う

４
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
５
月
号

平
成
2
２
年
度

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
の
ご
案
内 　 特 定 健 診 は 、 生 活 習 慣 病 の 発 症 や 重 症 化 を 予 防 す る こ と を 目 的 と し 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム

( 内 臓 脂 肪 症 候 群 ) に 着 目 し た 健 診 で す 。 特 定 健 診 の 結 果 か ら 、　 生 活 習 慣 病 の 発 症 リ ス ク が 高 い 人

に 対 し て 、 生 活 習 慣 を 見 直 す 支 援 （ 特 定 保 健 指 導 ） を し ま す 。

　 生 活 習 慣 病 は 自 覚 症 状 が な く 進 行 す る こ と が 多 く 、 検 査 結 果 の 変 化 を 見 る こ と で 、 異 常 が 出 る 前

の 段 階 で 予 防 に 取 り 組 む こ と が で き ま す 。

　 昨 年 、 何 ら か の ご 事 情 で 健 診 を 受 け ら れ な か っ た 人 も 、 今 年 は 健 診 を 必 ず 受 け て 、 健 康 づ く り の

ス タ ー ト を 一 緒 に 切 り ま し ょ う 。

　 健 診 は 、 医 療 機 関 で 受 け る 「 個 別 健 診 」 ま た は お 住 ま い の

地 区 に よ り 決 め ら れ た 日 時 ・ 会 場 に て 受 診 す る 「 集 団 健 診 」

が あ り ま す 。 い ず れ か 一 方 で 受 診 し て く だ さ い 。

　 市 で お 送 り す る 受 診 票 ・ 受 診 券 は 次 の 表 の と お り で す 。 ５

月 下 旬 に お 送 り し ま す 。
※ 75 歳 に な る 人 で 会 社 な ど の 健 康 保 険 の 加 入 者 を 除 く

個 別 健 診 と 集 団 健 診

　 75 歳 以 上 の 人 の 健 診 も 同 じ 会 場 、 同 じ 医 療 機 関 で 実 施 し て

い ま す 。 健 診 項 目 は ほ ぼ 同 じ で す の で 、 生 活 習 慣 病 の 予 防 の

た め 、 健 康 管 理 の た め 、 積 極 的 に 受 診 し ま し ょ う 。

　 な お 、 75 歳 以 上 の 人 で 生 活 習 慣 病 な ど で 定 期 的 な 治 療 を 受

け て い る 人 は 健 診 を 受 け る 必 要 は あ り ま せ ん 。

※ 加 入 さ れ て い る 健 康 保 険 か ら 受 診 券 、 受 診 で き る 医 療 機 関 、

日 時 な ど の 案 内 が あ り ま す の で 、 詳 し い こ と は ご 加 入 の 健

康 保 険 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い

※ Ｐ ６ で お 知 ら せ す る 医 療 機 関 で は 、 会 社 な ど の 健 康 保 険 に

加 入 し て い る ご 家 族 の 皆 さ ん も 特 定 健 診 を 受 け る こ と が で

き ま す

※ ４ 月 １ 日 以 降 に 安 中 市 国 民 健 康 保 険 に 加 入 し た 人 で 、 受 診

を 希 望 す る 人 は お 問 い 合 わ せ く だ さ い

問 合 せ ▼ 本 庁 国 保 年 金 課 国 保 係 ・ 健 康 課 予 防 係

　 　 　 　 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

75 歳 以 上 の 人 は

受 診 票 ・ 受 診 券

会 社 な ど の 健 康 保 険 加 入 者 の ご 家 族 は…

76 歳 以 上 の 人

後 期 高 齢 者 健 康 診 査 受 診

票 ・ 受 診 券

75 歳 に な る 人 で

会 社 な ど の 健 康 保 険 の 加 入 者

後 期 高 齢 者 健 康 診 査 受 診

票 ・ 受 診 券

※ 75 歳 の 誕 生 日 を 過 ぎ た ら

　 お 送 り し ま す

75 歳 に な る

安 中 市 国 民 健 康 保 険 の 加 入 者

特 定 健 康 診 査 受 診 票 ・ 受 診 券

後 期 高 齢 者 健 康 診 査 受 診

票 ・ 受 診 券　 　 　 　 （ 兼 用 ）

40 〜 74 歳 の

安 中 市 国 民 健 康 保 険 の 加 入 者

特 定 健 康 診 査 受 診 票 ・ 受 診 券
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成
22
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安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
　
  集
団
健
診
会
場
・
日
程
表
　

集
団
健
診
に
関
す
る
問
合
せ

▼本
庁
健
康
課
予
防
係
（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

◆
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

◆
持
参
す
る
も
の
　
ご
自
身
の
保
険
証
、
受
診
票
・
受
診
券
と
採
尿
し
た
尿
容
器

◆
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
食
後
に
受
診
す
る
と
血
糖
値
や
中
性
脂
肪
値
が
上
が
る
な
ど
正
確
な
メ

　
タ
ボ
判
定
が
で
き
ま
せ
ん
。

会
　
　
　
　
場

松
井
田
保
健
セ
ン
タ
ー
（
松
井
田
支
所
内
）

安
中
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
庁
内
）

実
　
施
　
日

８
月
29
日
（
日
）

９
月
26
日
（
日
）

10
月
17
日
（
日
）

休
日
健
診

※
集
団
健
診
の
み
結
核
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診
を
同
時

に
行
い
ま
す
（
前
立
腺
が
ん
検
診
・
結
核
検
診
の
受
診

票
は
7
月
に
送
付
し
ま
す
）

※
受
診
票
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
ん
だ
人
は
忘
れ

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
平
日
都
合
が
悪
い
人

地
区
会
場

板
鼻

公
民
館

磯
部

公
民
館

実
施
日

９
月
１
日（
水
）

９
月
２
日（
木
）

９
月
３
日（
金
）

９
月
６
日（
月
）

９
月
７
日（
火
）

９
月
24
日（
金
）

９
月
28
日（
火
）

10
月
８
日（
金
）

10
月
15
日（
金
）

９
月
８
日（
水
）

９
月
９
日（
木
）

９
月
10
日（
金
）

９
月
27
日（
月
）

該
　
当
　
地
　
区

１
区
・
２
区

３
区
・
４
区

５
区
２
区
・
２
－
２
区

４
区
・
9
区

１
区
・
6
区
・
7
区

８
区
・
10
区
・
12
区

３
区
・
11
区

５
区
１
区
２
区
３
区
４
区
・
５
区

地
区

会
場

秋
　
間

公
民
館

後
　
閑

公
民
館

原
　
市

公
民
館

岩
野
谷

公
民
館

東
横
野

公
民
館

実施
日

９
月
13
日（
月
）

９
月
14
日（
火
）

９
月
15
日（
水
）

９
月
16
日（
木
）

９
月
17
日（
金
）

９
月
21
日（
火
）

９
月
22
日（
水
）

10
月
５
日（
火
）

10
月
６
日（
水
）

10
月
７
日（
木
）

９
月
29
日（
水
）

９
月
30
日（
木
）

10
月
12
日（
火
）

10
月
13
日（
水
）

10
月
14
日（
木
）

該
　
当
　
地
　
区

１
区
・
３
区

４
区
・
５
区

２
区
１
区
・
５
区

２
区
・
３
区
・
４
区

１
区
・
２
区

４
区
５
区
・
6
区

３
甲
区
・
３
乙
区

７
区
・
８
区
・
９
区

５
区
・
6
区
・
７
区

１
区
・
２
区
・
３
区
・
４
区

１
区
・
５
区

４
区
・
６
区

２
区
・
３
区

安
中
地
区 安 中 市 保 健 セ ン タ ー

（ 市 役 所 本 庁 内 ）

板　 鼻 安　 　 中 磯　 部

秋　 間 後 閑 原　 市 岩 野 谷 東 横 野

６
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
５
月
号

平
成
22
年
度

安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 実
施
医
療
機
関
（
個
別
健
診
）

※
１
※
２

※
２

※
２

※
２

※
２

※
２

※
１
※
２

※
２

※
１
※
２

ア
ミ
ヤ
医
院

有
坂
内
科
医
院

い
の
う
え
整
形
外
科
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

い
わ
い
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

上
杉

医
院

大
貫
ク
リ
ニ
ッ
ク

岡
田

医
院

お
に
か
た
医
院

く
ろ
さ
わ
医
院

公
立
碓
氷
病
院

櫻
井
内
科
医
院

さ
わ
や
か
ク
リ
ニ
ッ
ク

正
田

病
院

☎
38
5－
15
11

☎
38
1－
04
85

☎
38
0－
17
17

☎
38
1－
22
01

☎
38
1－
04
48

☎
38
0－
11
81

☎
38
5－
82
55

☎
38
5－
13
51

☎
39
3－
53
11

☎
38
5－
82
21

☎
38
5－
85
51

☎
38
2－
81
11

☎
38
2－
11
23

※
２

※
１
※
２

※
２

※
２

※
２

※
１

※
１
※
２

城
田

医
院

須
藤

病
院

高
橋

医
院

田
口

医
院

武
井
内
科
循
環
器
科

半
田
内
科
医
院

藤
巻

医
院

堀
口

医
院

本
多

病
院

松
井
田
病
院

み
や
ぐ
ち
医
院

茂
木
内
科
医
院

☎
38
5－
78
58

☎
38
2－
31
31

☎
38
2－
22
10

☎
39
3－
17
31

☎
39
3－
10
05

☎
38
5－
60
31

☎
39
3－
13
24

☎
38
1－
02
29

☎
38
2－
12
55

☎
39
3－
13
01

☎
38
4－
11
26

☎
38
2－
25
10

５
０
音
順
　
　
　

注
意
事
項

◆
保
険
証
と
受
診
票
・
受
診
券
は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
65
歳
以
上
の
人
は
受
診
票
右
面
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
午
前
中
の
み
の
受
診
と
な
り
ま
す
。
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
ご
家
族
の
特
定
健
診
も
上

記
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
１
…
眼
底
検
査
が
可
能
な
医
療
機
関
で
す

※
２
…
予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
で
す

個
別
健
診
に
関
す
る
問
合
せ

▼
本
庁
国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

医
療
機
関
名

地
　
区

細
野

坂
本

臼
井

九
十
九

西
横
野

松
井
田

会
　
　
　
　
場

細
野
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

入
牧
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

碓
氷
峠
く
つ
ろ
ぎ
の
郷（
屋
内
交
流
広
場
）

横
川
東
住
民
セ
ン
タ
ー

臼
井

小
学

校

九
十

九
創

作
館

西
横
野
定
住
セ
ン
タ
ー

八
城
西
住
民
セ
ン
タ
ー

松
井
田
保
健
セ
ン
タ
ー

（
松
井
田
支
所
内
）

実
　
施
　
日

８
月
３
日
（
火
）

８
月
４
日
（
水
）

８
月
５
日
（
木
）

８
月
20
日（
金
）

８
月
６
日
（
金
）

８
月
23
日（
月
）

８
月
９
日
（
月
）

８
月
10
日（
火
）

８
月
18
日（
水
）

８
月
19
日（
木
）

８
月
31
日（
火
）

８
月
24
日（
火
）

８
月
25
日（
水
）

８
月
26
日（
木
）

８
月
27
日（
金
）

８
月
30
日（
月
）

該
　
当
　
地
　
区

上
増
田
東
・
上
増
田
西

土
塩
西
・
土
塩
東
・
新
井

入
牧
１
区
・
２
区

坂
本
１
区
・
２
区
・
原

横
川
東
・
横
川
西

五
料
西
・
五
料
中
・
五
料
東

下
増
田
・
小
日
向

国
衙
百
石
・
高
梨
子

烏
留
北
・
烏
留
南
・
別
所

大
王
寺
・
二
軒
在
家

上
人
見
・
法
正
寺
・
塚
原
・
高
野
谷
戸

八
城
西

八
城
東
・
行
田

源
ヶ
原
・
上
本
町
・
本
町
・
新
堀
中
宿
・
琵
琶
ノ
窪

下
町
・
紺
屋
町
・
北
横
町
・
南
横
町
・
新
田

新
町
・
森
崎
・
上
町
・
仲
町

旧
松
井
田
町
地
域

※
昨
年
ま
で
健
診
で
使
用
し
て
い
た
坂
本
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
道
路
工
事
継
続
に
伴
い
使
用
で
き
な
い
た
め
、
碓
氷
峠
く
つ
ろ
ぎ

の
郷
（
屋
外
交
流
広
場
）
に
会
場
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

※



　70 歳から 74 歳の人がお医者さんにかかるときの自己負担割合は、凍結措置により平成 22 年３月末まで１割
に据え置かれ、平成 22 年４月から２割（現役並み所得者は３割のまま）に変更することになっていましたが、
凍結措置が更に１年間延長されました。これにより平成 23 年３月末まで１割に据え置かれ、平成 23 年４月か
ら２割（現役並み所得者は３割のまま）に変更することになりました。
　これに伴い、70歳から74歳の所得区分「一般」の人の自己負担限度額も据え置かれ、平成23年３月末まで「一般」
の人の自己負担限度額は外来（個人単位）１２，０００円、外来＋入院（世帯単位）４４，４００円のままとなります。

　会社の倒産や会社都合により退職するなど非自発的理由で失業した人の国民健康保険税は、離職日の翌日から
その翌年度末までの間、前年の給与所得を 30％として計算し、負担軽減を図ります。制度が始まる前１年以内
に非自発的理由で失業した人は、平成 22 年度に限り同じ計算方法により負担軽減を図ります。ただし、世帯に
属するそのほかの被保険者の所得は通常の額として計算します。
　対象となるのは次の人です。
　●雇用保険の特定受給資格者（倒産、解雇などの事業主の都合により離職した人）
　●雇用保険の特定理由離職者（雇い止めなどにより離職した人）
　軽減を受けるには申請が必要です。詳しくは「おしらせ版あんなか」５月 21 日号に掲載しますのでご覧くだ
さい。
※高額療養費などの所得区分判定においても、前年の給与所得を 30％として算定します

　被用者保険の被保険者本人が後期高齢者医療制度に移行することに伴い被用者保険の被扶養者から国民健康保
険の被保険者になった人（旧被扶養者）については、資格取得から２年間保険税の軽減措置を行っていますが、
これを当分の間、延長します。

　現在、資格証明書が交付されている世帯の中学生以下の子どもについては、資格証明書を交付せず、６カ月間
有効の短期被保険者証を交付していますが、高校生世代（18歳に達する日以後最初の３月31日までの間にある人）
にも６カ月有効の短期被保険者証を交付します。

８広報あんなか　２０１０年５月号

国民健康保険からのお知らせ
国民健康保険制度が平成 22 年４月または７月から一部改正されます。
主な内容は次のとおりです。

70 歳から 74 歳の人の自己負担割合　【平成 22年４月から】
平成 23 年３月末まで１割（現役並み所得者は３割）に据え置かれます

非自発的失業者の国民健康保険税の軽減など　【平成 22年４月から】
65 歳未満の非自発的失業者は前年の給与所得を 30％として算定します

被扶養者であった人の保険税減免の延長　【平成 22年４月から】
旧被扶養者減免は当分の間延長します

資格証明書が交付されている世帯には　【平成 22年７月から】
高校生世代の子どもについても短期被保険者証を交付します

問合せ ▼

国民健康保険の資格・給付…本庁国保年金課国保係・松井田支所住民税務課国保年金係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （☎３８２－１１１１）
国民健康保険税…本庁税務課諸税証明係・松井田支所住民税務課税務収納係



９ 市  役  所　  ３８２－１１１１

※市では中小企業退職金共済制度などについても補助金の交付を行なっています。
※詳しくは谷津庁舎商工観光課商工労働係（３８２－１１１１）までお問い合わせください。

　制度名　

融資対象者

　

資 金 使 途

　

融資限度額
（ 上 限 ）

　

融 資 期 間

　

利 率
（ 年 利 ）

申 込 期 間
　

取扱金融機関
（申込先）

　

問い合わせ先

　

備　　　考

小　口　資　金

市内で同一事業を１年以上営
んでいる中小企業者及び中小
企業等協同組合
※市税及び県税の完納
※保証協会の保証付
※審査会の審査あり

運転資金
（１年間利子補給あり）
設備資金
（３年間利子補給あり）
※設備資金の事前購入や事前
着工は対象外
※利子補給には条件あり

1,250万円

　

運転：６年以内
設備：８年以内
運転と設備が併用の場合：

６年以内
（据置はそれぞれ６カ月以内）

2.30%
　

年間随時
※毎月の申込締切日に注意

市内の銀行、信用金庫、信用
組合の各本支店

　

商工観光課・支所地域振興課
又は取扱金融機関
　

※保証料は自己負担
※要件に基づく借換制度あ
り
（平成22年度末まで）

特  別  小  口  資  金

市内で同一事業を１年以上営んで
いる小規模企業者〔常時使用する
従業員が20人以下（商業・サービ
ス業にあっては５人以下）〕
※保証人は不要
※市税及び県税の完納
※保証協会の保証付
※審査会の審査あり

運転資金
（１年間利子補給あり）
設備資金
（３年間利子補給あり）
※設備資金の事前購入や事前着工
は対象外
※利子補給には条件あり

　

1,250万円

　

運転：６年以内
設備：８年以内
運転と設備が併用の場合：

６年以内
（据置はそれぞれ６カ月以内）

2.30%
　

年間随時
※毎月の申込締切日に注意

市内の銀行、信用金庫、信用組合
の各本支店　　　　　　

　　　　
商工観光課・支所地域振興課又は
取扱金融機関
　　

特別小口資金については、他の保
証付の融資と併用することができ
ない
※保証料は自己負担
※要件に基づく借換制度あり　
（平成22年度末まで）

中小企業短期資金

市内の中小企業者

　

運転資金
（ボーナス資金等で、
季節的に短期運転資金
が必要なとき）

　

300万円

　

夏期：５カ月以内
冬期：３カ月以内

　　　　

1.80%
　

夏期：６月１日から
冬期：10月１日から

市内の銀行、信用金
庫、信用組合の各本支
店
　

取扱金融機関

　

※保証付の場合の保証
料は自己負担

勤労者住宅建設資金

市内に１年以上居住、又は
市内の同一事業所に１年
以上勤務する勤労者
※市税の滞納がない者
※保証人が必要

　

市内の専用住宅について
①敷地を取得する場合
（ただし１年以内に新
築すること）
②新築・増築・改築する
場合
③住宅を取得する場合
※面積の制限あり

500万円

　

20年以内

　

2.70%
　

年間随時
　

市内の銀行、信用金庫、
信用組合、農業協同組合
の各本支店
　

商工観光課・支所地域振
興課
　

※新築土地330㎡以下
（１年以内に新築）、
家屋132㎡以下

※増改築土地165㎡以
下、家屋33㎡以上99㎡
以下

勤労者生活資金

市内に住所を有し、か
つ、１年以上継続して居
住している勤労者で、同
一事業所に１年以上継続
して勤務しているもの
※市税の滞納がない者

　

１、医療費
２、冠婚葬祭費
３、教育費
４、交通事故処理費
５、災害復旧費
６、耐久消費財購入等
７、育児休業に伴う生活
費

８、その他生活関連費用
で、市長が必要と認
めるもの（資金の借
換は不可）

１世帯あたり200万円
（ただし、当該融資の完
済後は、再融資を受け
られる）

５年以内
（ただし、資金使途が育
児休業に伴う生活費の
場合は、据置１年以内が
可能）

2.40%
　

年間随時
　

中央労働金庫安中支店

　

取扱金融機関

　

※保証付の場合の保証料
は自己負担
※融資枠が一杯になり次
第締め切とします

平成２２年度　安中市の制度融資案内



選　挙

１０広報あんなか　２０１０年５月号

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
で
す

安
中
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た

岡
田
義
弘
氏
が
当
選

　

軽
自
動
車
税
と
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ
て
い
る
車
両
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

５
月
中
旬
ま
で
に
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
▼
５
月
31
日
（
月
）

納
税
場
所
▼
軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
そ
れ
ぞ
れ
の
納
税
通
知
書
の
裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
場
合
、
５
月
31
日
（
月
）
が
引
き
落
と
し
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
預
金

残
高
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
申
し
込
ま
れ
る
場
合
は
、
23
年
度
の
納
税
か
ら
の
ご
利

用
と
な
り
ま
す
。

※

軽
自
動
車
税
の
車
検
用
納
税
証
明
は
５
月
31
日
か
ら
６
月
中
旬
に
か
け
て
の
期
間
、
口
座
引
き
落
と
し
の
確

認
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
、
記
帳
し
た
通
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て…

本
庁
税
務
課
諸
税
証
明
係
・
支
所
住
民
税
務
課
税
務
収
納
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

自
動
車
税
に
つ
い
て…

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所
（
☎
０
２
７

－

２
６
３

－

４
３
４
３
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
安
中
市
長
選
挙
の
投
開
票
が
、
４
月
11
日
（
日
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
岡
田
義
弘
氏
（
無
所
属
）
が
当
選
を

果
た
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
月
23
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

清
ら
か
で
豊
か
な
水
を
保
全
す
る
た
め
に

　

市
で
は
、
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
既
存
の
個

人
住
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
、
し
尿
く
み
取
り
槽
や
単
独
処
理
浄
化
槽
を
撤
去

し
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
（
転
換
設
置
）
市
民
の
皆
さ
ん
へ
設
置

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
築
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
新
規
に
設
置
す
る
場
合
（
新
規
設

置
）
も
、
設
置
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
補
助
金
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
、
認
可
区
域
お
よ
び
秋
間
み
の
り
が
丘

地
区
の
人
を
除
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
本
庁
環
境
推
進
課
環
境
衛
生
係
・
支
所
地
域
振
興
課
管
理
係

　
　
　
　
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

し
尿
く
み
取
り
槽
や
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
し
て
設
置
し
た
場
合
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す人槽区分

５人槽

６～７人槽

８～ 10 人槽

転換設置

270,000円

330,000円

420,000円

新規設置

150,000 円

180,000 円

240,000 円

限　度　額

開票結果

　 氏 名 　

岡 田　義 弘

高 橋　由 信

　党 派　

無 所 属

無 所 属

　得票数　

14,673

12,401

当落の別

○

有権者数および投票率

有 権 者 数

投 票 者 数

投 票 率

男

25,023

13,233

52.88%

女

26,766

14,392

53.77%

計

51,789

27,625

53.34%



１１ 市  役  所　  ３８２－１１１１

平
成
22
年
第
１
回
安
中
市
議
会
定
例
会
報
告

　

２
月
26
日
か
ら
３
月
19
日
に
か
け
て
、
22
日
間
の
日
程
で
平
成
22
年
第
１
回

安
中
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、平
成
22
年
度
安
中
市
一
般
会
計
予
算
な
ど
、

36
議
案
を
市
長
が
提
出
し
ま
し
た
。

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
群
馬
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
安
中
市
学
校
給
食
運
営
委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

○
安
中
市
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
秋
間
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
国
民
宿
舎
裏
妙
義
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

○
平
成
21
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
21
年
度
安
中
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
21
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
21
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み
の
湯
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
21
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
22
年
度
安
中
市
一
般
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
安
中
市
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み
の
湯
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計
予
算

○
３
・
４
・
15
磯
部
原
市
線
簗
瀬
大
橋
（
仮
称
）
上
部
工
事
請
負
契
約
の
変
更

契
約
締
結
に
つ
い
て

○
安
中
市
立
安
中
小
学
校
Ａ
・
Ｂ
校
舎
改
築
（
増
築
）
工
事
請
負
契
約
の
変
更

契
約
締
結
に
つ
い
て



平
成
22
年
度
 各
予
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
22
年
度
 各
予
算
の
あ
ら
ま
し

１３
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

特
別
会
計
予
算
合
計
13
2
億
3,
80
5
万
9
千
円

（
前
年
度
当
初
予
算
比
+1
.7
％
）

各
特
別
会
計
の
予
算
額

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

老
人
保
健
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

健
康
増
進
施
設
恵
み
の
湯
事
業
特
別
会
計

44
億
4,
13
6
万
8
千
円

9
億
3,
88
0
万
7
千
円

1
億
9,
76
8
万
円

（
前
年
度
当
初
予
算
比
　
+9
.9
％
）

（
前
年
度
当
初
予
算
比
　
-2
8.
0％
）

（
前
年
度
当
初
予
算
比
　
-3
.6
％
）

70
億
5,
73
3
万
8
千
円

68
万
5
千
円

6
億
21
8
万
1
千
円

（
前
年
度
当
初
予
算
比
　
+
3.
4％
）

（
前
年
度
当
初
予
算
比
　
-9
0.
5％
）

（
※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
伴
う
予
算
整
理
分
）

（
前
年
度
当
初
予
算
比
　
-4
.7
％
）

各
企
業
会
計
の
予
算
額

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

水
道
事
業
収
益
　
14
億
1,
25
8
万
9
千
円

水
道
事
業
費
用
　
13
億
90
9
万
9
千
円

問
合
せ

▼財
政
課
（

３
８
２
－
１
１
１
１
）

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

資
本
的
収
入
　
5
億
9,
76
4
万
3
千
円

資
本
的
支
出
　
11
億
6,
67
2
万
円

※
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足

す
る
額
5
億
6,
90
7
万
7
千
円
は
、
当
年
度
分
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額

3,
93
9
万
2
千
円
、
当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

4
億
8,
64
5
万
4
千
円
、
建
設
改
良
積
立
金
24
8

万
9
千
円
お
よ
び
繰
越
利
益
剰
余
金
処
分
額
4,
07
4

万
2
千
円
で
補
て
ん
す
る

病
院
事
業
会
計

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

病
院
事
業
収
益
　
23
億
6,
30
8
万
4
千
円

病
院
事
業
費
用
　
25
億
9,
40
7
万
1
千
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

総
事
業
収
益
　
5,
12
0
万
2
千
円

総
事
業
費
用
　
5,
12
0
万
2
千
円

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

資
本
的
収
入
　
2
億
3,
33
6
万
3
千
円

資
本
的
支
出
　
3
億
1,
96
6
万
1
千
円

※
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す

る
額
8,
62
9
万
8
千
円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留

保
資
金
8,
62
9
万
8
千
円
で
補
て
ん
す
る

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

資
本
的
収
入
　
0
円

資
本
的
支
出
　
90
万
円

※
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す

る
額
90
万
円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

90
万
円
で
補
て
ん
す
る

※
収
益
的
収
入
額
が
収
益
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す

る
額
2
億
3,
09
8
万
7
千
円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
2
億
3,
09
8
万
7
千
円
で
補
て
ん
す
る

１２
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
５
月
号

平 成 22 年 度

各 予 算 の あ ら ま し各 予 算 の あ ら ま し各 予 算 の あ ら ま し各 予 算 の あ ら ま し各 予 算 の あ ら ま し

　 平 成 22 年 度 の 安 中 市 一 般 会 計 、 特 別 会 計 お よ び 公 営 企 業 会 計 の 予 算

を お 知 ら せ し ま す 。

　 景 気 の 低 迷 に よ り 市 民 税 の 大 幅 な 減 少 が 見 込 ま れ る 一 方 、 社 会 保 障

関 係 経 費 の 自 然 増 な ど に よ る 財 政 の 硬 直 化 が 進 む 厳 し い 財 政 状 況 で す

が 、 投 資 的 経 費 の よ り 一 層 の 縮 減 、 徹 底 し た 経 費 削 減 に 努 め 、 社 会 保

障 関 係 施 策 の 充 実 な ど 市 民 福 祉 の 維 持 増 進 、 新 市 建 設 計 画 に 基 づ く 諸

事 業 の 推 進 な ど 生 活 に 身 近 な 事 業 へ の 予 算 に 重 点 を 置 い て 編 成 し ま し

た 。
一
般
会
計
予
算
　
22
5
億
40
0
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
前
年
度
当
初
予
算
比
－
2.
1％
）

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
で
の
主
な
事
業
と
予
算
額

歳
入
歳
出
の
主
な
内
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※（
　
）
内
は
全
体
に
占
め
る
割
合

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴
対
策
事
業

○
消
防
施
設
整
備
事
業
　
　
　
　
　

○
民
間
保
育
所
運
営
事
業

○
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
対
策
事
業
　
  

○
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

6,
44
0万
円

1,
46
7万
5千
円

75
万
円

31
7万
3千
円

32
7万
8千
円

※
群
馬
テ
レ
ビ
中
継
局
改
修
補
助
金
・

　
共
聴
施
設
改
修
費
等
補
助
金
・
デ
ジ
タ
ル
導
入
各
種
補
助
業
務

※
防
火
水
槽
新
規
設
置
（
3
基
）

※
障
害
児
を
受
け
入
れ
た
民
間
保
育
園
へ
の

　
人
件
費
の
一
部
補
助
の
増
額

※
緊
急
情
報
カ
ー
ド
の
配
布
・
緊
急
通
報
装
置
に
安
否
確
認
セ
ン

　
サ
ー
を
設
置

※
農
地
水
環
境
の
良
好
な
保
全
と
質
的
向
上
の
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
、

　
農
業
者
ぐ
る
み
の
活
動
へ
の
助
成
金
の
交
付

※
Ｊ
Ｒ
６
社
に
よ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
に
向
け
、
磯
部
温
泉
か
ら
富
岡
製
糸
場
へ
土
・
日
・
祝
日

　
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
す
る

※
規
模
：
鉄
骨
造
一
部
２
階
建
て
1,
52
9
㎡

※
実
施
設
計
・
地
質
調
査
・
解
体
設
計
・
解
体
工
事

※
工
事
監
理
・
補
強
・
大
規
模
改
造
工
事

※
規
模
：
鉄
骨
造
一
部
２
階
建
て
95
9
㎡

35
0万
円

3億
9,
06
7万
8千
円

2,
96
5万
7千
円

1億
4,
86
3万
8千
円

2億
7,
91
3万
4千
円

○
観
光
振
興
事
業

　（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
）（
新
規
）

○
第
二
中
学
校
体
育
館
改
築
事
業

○
松
井
田
東
中
学
校
体
育
館
改
築
事
業

○
松
井
田
南
中
学
校
体
育
館
補
強
事
業

○
秋
間
小
学
校
体
育
館
改
築
工
事

歳
入
市
　
　
　
税

地
方
交
付
税

市
　
　
　
債

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

そ
　
の
　
他

歳
出
民
　
生
　
費

教
　
育
　
費

公
　
債
　
費

総
　
務
　
費

衛
　
生
　
費

そ
　
の
　
他

88
億
4,
42
3
万
2
千
円
 

36
億
2,
00
0
万
円
 

24
億
2,
53
0
万
円
 

22
億
5,
69
9
万
6
千
円
 

14
億
9,
78
7
万
2
千
円
 

38
億
5,
96
0
万
円
 

78
億
1,
00
0
万
円
 

32
億
5,
37
3
万
1
千
円
 

27
億
8,
87
7
万
3
千
円
 

25
億
5,
02
5
万
4
千
円
 

17
億
5,
93
4
万
2
千
円
 

43
億
4,
19
0
万
円
 

（
39
.3
%
）

（
16
.1
%
）

（
10
.8
%
）

（
10
.0
%
）

（
6.
7%
）

（
17
.1
%
）

（
34
.7
%
）

（
14
.5
%
）

（
12
.4
%
）

（
11
.3
%
）

（
7.
8%
）

（
19
.3
%
）
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松
井
田
文
化
会
館

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

問合せ ▼安中市文化センター
　　　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

問合せ ▼松井田文化会館
　　　　３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

G U I D E

A
N
N
A
K
A

G U I D E

M
A
T
S
U
I
D
A

５月の催し物ガイド
ホール
第 12回安中西毛地区高校演劇祭
2日（日）9:50 ～17:00　入場：無料
問合せ：新島学園（☎381-0240）
西毛恵謡会
16日（日）9:30 ～16:00　入場：無料
問合せ：西毛恵謡会（☎381-1056）
平成 22 年度安中地区敬老会
21日（金）9:30 ～12:00　入場：関係者
問合せ：安中公民館（☎382-7641）
そよかぜの響～憩いの弦楽四重奏
23日（日）15:00 ～17:00
入場料：小・中学生・会員1,000 円
　　　　一般前売1,500 円・当日1,800 円
問合せ：安中・群響を応援する会（☎382-2124）

学習室など
図書読み聞かせ
22日（土）14:00 ～15:00
会　場：和室（2階）　入場：無料
おもしろ科学教室回転アニメごまを作ろう！
29日（土）9:30 ～12:00
会　場：大会議室（3階）　入場：申込者
問合せ：文化センター（☎381-0586）

５月の催し物ガイド
大ホール
グリーン・コンサート
5日（祝）　13:00 ～（開場12:30）
入場：無料　主催：あかみ音楽教室
2010ぐんまふれあいフェスティバル in 安中
16日（日）　９:30 ～15:00
入場：無料　主催：連合群馬安中地域協議会
　○「天装戦隊　ゴセイジャー」
　　10:30 ～・13:00 ～（開場 9:30）
　　入場：無料（各回先着450人、要整理券）
※小ホール・いこいの広場などでも同時開催
映画「ゆずり葉」
（聞こえない人達の生活を綴った映画です）
22日（土）
14:00 ～・18:30 ～（開場は１時間前）
入場：全席自由

主催：安中市聴覚障害者協会
ピアノ発表会
30日（日）　13:30 ～（開場13:00）
入場：無料　主催：飯塚ピアノ教室

●今月のピックアップ

日
時
▼
７
月
24
日
（
土
）

　
　
　

午
後
６
時
〜

　
　
　
（
開
場
：
午
後
５
時
30
分
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
全
席
指
定

　
　
　
　
　

４
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日
５
，
０
０
０
円
）

販
売
開
始
▼
６
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

電
話
受
付
▼
６
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜

※

１
人
４
枚
ま
で
、
未
就
学
児
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
３
８
１

－

０
５
８
６
）

　

皆
さ
ん
の
声
に
お
答
え
し
て
、

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
「
千
の
風

な
っ
て
」
が
再
度
安
中
市
に
響
き

渡
り
ま
す
。
秋
川
雅
史
の
深
み
の

あ
る
声
と
軽
妙
な
ト
ー
ク
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

秋川雅史コンサートツアー　～第四楽章～

●今月のピックアップ

チ
ケ
ッ
ト
▼
全
席
指
定

※

お
１
人
様
４
枚
ま
で

※

文
化
会
館
窓
口
で
好
評
発
売
中

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、

当
日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

※

未
就
学
児
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

　

１
９
９
３
年
の
デ
ビ
ュ
ー
以

来
、
自
身
の
曲
を
多
数
発
表
す
る

ほ
か
、
作
家
と
し
て
様
々
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
楽
曲
を
提
供
す
る
樋

口
了
一
が
松
井
田
文
化
会
館
に

や
っ
て
き
ま
す
。
２
０
０
８
年
に

は
シ
ン
グ
ル
「
手
紙
〜
親
愛
な
る

子
供
た
ち
へ
〜
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し

ま
し
た
。
静
か
で
説
得
力
の
あ
る

歌
声
を
、ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
６
月
20
日
（
日
）
午
後
６

時
〜
（
開
場
：
午
後
５
時
30
分
）

樋口了一コンサート

一 般・大 学 生
小・中・高校生

前　売
1,200 円
   800 円

当　日
1,500 円
1,000 円

前
売

当
日

大　

人

３
，０
０
０
円

３
，５
０
０
円

高
校
生
以
下

２
，５
０
０
円

３
，０
０
０
円



市  役  所　  ３８２－１１１１７１５ 市  役  所　  ３８２－１１１１

平成22年度 家庭教育推進事業

生涯学習だより生涯学習だより
安中市教育委員会安中市教育委員会

生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.48

　生涯学習課では、乳幼児から園児・小中学生をもつ親や
孫と関わる祖父母などを支援するさまざまな事業を展開し
ます。広報やおしらせ版、諸施設のチラシを参考に、積極的
にご参加ください。　※２～５については無料です

１．自然体験ひろば
　（カヌー・川遊び・野外炊飯・テント泊など）
今年は8月18・19日に実施を予定しています。
詳しくは、広報あんなか７月号をご覧ください。
※昨年度の自己負担は5,000 円です 

２．家庭教育カウンセリング初級講座 
全７回講座です。初級の認定証が授与されます。受講してみたい講座だけの参加も可能です。

３．読み聞かせ 
市内読み聞かせボランティア団体を希望する園や学校に派遣します。6月に希望調査を行い、9月から12月に派遣しま
す。

４．積み木 
松井田文化会館内松井田公民館所有の積み木を使い、親子で積み木遊びを楽しみます。冬休み企画として12月23日
から26日を予定しています。

５．役に立つ講座
講師を迎え、皆さんに役立つ内容を計画します。文化の秋（10 ～11月）に実施する予定です。

６．ワンコインコンサート 
市内在住の音楽家による気軽なコンサート（入場料500円・90 分）を開催します。
日時 ▼11月３日（祝）　場所 ▼安中市文化センター

平
成
21
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

問
合
せ
▼

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係（

３
８
２

－

１
１
１
１
）

幸
せ
の
た
め
に
思
い
や
り
を

安
中
市
立
第
一
中
学
校
一
年　

木
戸　

仁
美

　

私
に
は
障
害
者
の
兄
が
い
る
。

　

生
ま
れ
つ
き
足
が
不
自
由
で
、
知
能
も
一
才
程
度
し
か

な
い
。体
だ
け
は
し
っ
か
り
成
長
し
て
い
る
が
、
そ
の
せ

い
で
年
々
、
介
護
は
つ
ら
く
な
っ
て
き
て
い
る
。そ
の
兄

も
も
う
二
十
五
才
だ
。

　

兄
は
土
日
以
外
、
施
設
に
通
っ
て
い
る
。こ
れ
ほ
ど
ま

で
成
長
し
た
兄
を
さ
す
が
に
母
一
人
で
は
一
日
中
め
ん

ど
う
を
見
て
い
ら
れ
な
い
し
、
い
つ
発
作
を
起
こ
す
か
分

か
ら
な
い
か
ら
だ
。彼
は
力
が
強
く
、
私
が
小
さ
い
時
に

は
よ
く
、
髪
の
毛
を
ひ
っ
ぱ
ら
れ
て
泣
か
さ
れ
て
い
た
も

の
だ
。兄
は
ま
る
で「
赤
ち
ゃ
ん
」で
あ
る
。

　

そ
ん
な
兄
を
私
は
年
々
軽
蔑
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。言
う
こ
と
は
聞
か
な
い
し
、
優
し
く
接
し
て
も
腕
を

つ
か
も
う
と
す
る
し
、
と
て
も
わ
が
ま
ま
だ
か
ら
だ
。一

番
頑
張
っ
て
世
話
を
し
て
い
る
母
も
、も
う
す
ぐ
限
界
が

く
る
だ
ろ
う
。私
は
「
な
ん
で
こ
ん
な
人
が
い
る
ん
だ
ろ

う
。兄
が
健
常
者
だ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
生
活
を
送
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。」と
、
よ
く
考
え
込
む
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
。し
か
し
、
今
回
の
人
権
学
習
ビ
デ
オ
を
見

て
、そ
の
考
え
方
が
変
わ
っ
た
。こ
の
ビ
デ
オ
は
、大
好
き

な
ラ
グ
ビ
ー
を
や
っ
て
い
る
最
中
、
事
故
に
あ
っ
て
し
ま

い
、
手
足
が
動
か
な
く
な
り
そ
の
生
活
に
不
満
を
も
っ
て

八
つ
当
た
り
な
ど
を
し
て
い
た
が
、
家
族
や
友
達
、
医
師

や
先
生
な
ど
の
協
力
に
よ
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦

し
、
前
進
し
て
い
く
高
校
生
の
姿
を
描
い
た
、
実
話
を
も

と
に
し
て
作
ら
れ
た
物
語
だ
。私
は
驚
い
た
。

（
次
号
に
続
く
）

問合せ ▼生涯学習課社会教育係（☎３８２－１１１１）

昨年度の自然体験学習



　 市 内 に 現 存 す る 江 戸 時 代 の 武 家 屋 敷 、 安 中 藩 郡 奉 行 役 宅

（ 旧 猪 狩 家 住 宅 ） の ジ オ ラ マ を 製 作 し ま す 。 講 座 を 通 じ て 、 江 戸

時 代 の 武 家 屋 敷 の 構 造 に つ い て 学 習 し て み ま せ ん か 。 皆 さ ん

ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い 。

日　 時 ▼ ５ 月 29 日 （ 土 ） 、 ６ 月 12 日 （ 土 ） ・ 26 日 （ 土 ） 、 ７ 月 10 日

（ 土 ） ・ ８ 月 ７ 日 （ 土 ）（ 各 回 と も 土 曜 日 ）

　 　 　 　 午 前 10 時 〜 午 後 ３ 時

場　 所 ▼ ふ る さ と 学 習 館

対　 象 ▼ 市 民 の 皆 さ ん

　 　 　 ※ 小 学 生 は な る べ く 親 子 で 参 加 し て く だ さ い

定　 員 ▼ 15 人 （ 先 着 順 ）

受 講 料 ▼ １ ， ０ ０ ０ 円 （ 材 料 費 な ど ）

申 込 み ▼ ５ 月 ８ 日 （ 土 ） か ら 電 話 ま た は 「 学 習 の 森 」 ふ る さ と 学

習 館 受 付 へ 直 接 お 申 し 込 み く だ さ い 。

市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
５
月
号
１６

７１７
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

歴 史 ジ オ ラ マ 作 り 講 座

「 安 中 藩 郡 奉 行 役 宅 を 作 ろ う 」

安 中 に 来 た 学 童 集 団 疎 開 ②

学 習 の 森　 文 化 財 係

？問
合
せ

▼

安
中
市
学
習
の
森


３
８
２
－
７
６
２
２

　
３
８
２
－
７
６
２
３

〒
３
７
９
－
０
１
２
３

安
中
市
上
間
仁
田
９
５
１
番
地

fu
ru
sa
to
@
de
s.c
ity
.a
nn
ak
a.
gu
nm
a.
jp
 

ht
tp
://
w
w
w
.c
ity
.a
nn
ak
a.
gu
nm
a.
jp
/g
ak
us
hu
un
om
or
i/

Ｆ ＡＸ

「 安 中 の 一 〇 〇 〇 万 日 」「 安 中 の 一 〇 〇 〇 万 日 」「 安 中 の 一 〇 〇 〇 万 日 」

　 ま た 、 「 夜 中 に 便 所 に 行 っ た ら ま ち が え て 馬 小

屋 に 行 っ た の で 恐 ろ し か っ た 」 と か 「 馬 に 乗 っ て

駆 け だ し た ら お も し ろ か っ た 」 と か 都 会 育 ち の こ

ど も た ち に と っ て 田 舎 の 農 家 に 宿 泊 す る こ と は

ス リ ル 満 点 だ っ た よ う で す 。 さ ら に 「 お な か が

い っ ぱ な の に 食 べ ろ 食 べ ろ と 言 わ れ て 困 っ た 」 と

か 「 甘 く な い お し る こ で も 心 を こ め て つ く っ て く

れ た 」 と か 「 靴 下 の か か と を 縫 っ て く れ た 」 と か 地

元 の 人 た ち の 善 意 の 気 持 ち が こ ど も た ち に も 伝

わ っ た よ う で し た 。

　 し か し 昭 和 19 年 ８ 月 に 集 団 疎 開 し て き た 児 童

の う ち 最 上 級 生 の ６ 年 生 た ち は 、 国 策 に よ っ て 翌

年 ３ 月 に は 、 東 京 に 帰 ら ね ば な り ま せ ん で し た 。

磯 部 温 泉 に 集 団 疎 開 し て き た 児 童 の う ち ６ 年 生

の 児 童 ２ ２ ５ 人 は 、 翌 年 ３ 月 ７ 日 磯 部 駅 発 の 上 り

臨 時 列 車 で 帰 京 し ま し た 。 懐 か し い 両 親 の 元 に 帰

れ る の は う れ し か っ た で し ょ う が 、 空 襲 が 続 く 東

京 に 帰 る こ と は 、 不 安 も 大 き か っ た こ と で し ょ

う 。 も ち ろ ん 帰 京 す る 児 童 と 入 れ 替 わ り に 新 し い

疎 開 児 童 が 磯 部 に 入 寮 し て 来 た こ と は 言 う ま で

も あ り ま せ ん 。 本 当 に す べ て の 疎 開 児 童 が 帰 京

し 、 磯 部 町 に お け る 集 団 学 童 疎 開 が 終 了 し た の

は 、 終 戦 後 の 昭 和 20 年 10 月 21 日 の こ と で し た 。
平
成
21
年
度
「
文
化
財
愛
護
ポ
ス
タ
ー
」

優
秀
作
品
（
敬
称
略
）

島
田
茉
実
（
松
井
田
東
中
２
年
）

　 集 団 疎 開 を 受 け 入 れ た 市 域 の 各 町 村 で は 、 戦 時

下 の 耐 乏 生 活 の 中 で も で き る 限 り の 協 力 を 惜 し

み ま せ ん で し た 。 特 に 疎 開 児 童 を 正 月 に 各 家 庭 に

宿 泊 さ せ て 親 元 を 離 れ て 疎 開 し て き た 児 童 に 少

し で も 家 庭 の 温 も り を 体 験 さ せ よ う と 婦 人 会 が

中 心 と な っ て 実 施 し た 農 家 体 験 宿 泊 は 、 こ ど も た

ち と 地 元 の 住 民 が 直 接 ふ れ あ え る よ い 機 会 と な

り ま し た 。

　 岩 野 谷 村 の 婦 人 会 で は 、 板 鼻 町 の 長 伝 寺 に 集 団

疎 開 し て い た 淀 橋 第 六 国 民 学 校 の 生 徒 １ ２ ０ 人

を 昭 和 20 年 １ 月 ２ 日 か ら ４ 日 ま で ２ 泊 ３ 日 で 各

家 庭 に 宿 泊 さ せ ま し た 。 学 校 側 で は 、 翌 日 の ５ 日

に 児 童 を 集 め て 宿 泊 体 験 を 語 り 合 う 座 談 会 を 開

き ま し た 。 以 下 そ の 座 談 会 記 録 に よ り ま す と 、 こ

ど も た ち を 出 迎 え に 来 た 婦 人 会 の み な さ ん を 見

て 「 怖 い 顔 を し た 小 母 さ ん が い た の で そ の 家 に 当

た り ま せ ん よ う に と 祈 っ た 」 と か 「 親 切 な 小 母 さ

ん の 家 に 行 き た い と 思 っ た 」 と か な か な か 正 直 な

感 想 を 述 べ て い て 微 笑 ま し い も の が あ り ま す 。

Ｎ
ｏ
．

Ｎ
ｏ
．

Ｎ
ｏ
．

Ｎ
ｏ
．

Ｎ
ｏ
．

　 「 学 習 の 森 」 生 涯 学 習 施 設 で は 、 竹 細 工 教 室 を 開 催 い た し ま

す の で 、 ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い 。

日　 時 ▼ ５ 月 23 日 （ 日 ） ・ 30 日 （ 日 ） 、 ６ 月 ６ 日 （ 日 ） ・ 12 日 （ 土 ） ・

26 日 （ 土 ）

　 　 　 　 午 前 10 時 〜 正 午

場　 所 ▼ 「 学 習 の 森 」 生 涯 学 習 施 設　 創 作 工 房 ４

講　 師 ▼ 竹 の 会 代 表　 磯 貝　 晴 之

定　 員 ▼ 15 人 （ 先 着 順 ）

講 座 内 容 ▼ 竹 細 工 の 作 成 （ 竹 箕 ・ 竹 材 料 作 り ）

参 加 費 ▼ １ ， ５ ０ ０ 円 （ 材 料 費 な ど ）

申 込 み ▼ ５ 月 ８ 日 （ 土 ） か ら 電 話 ま た は 「 学 習 の 森 」 生 涯 学 習 施

設 受 付 へ 直 接 お 申 し 込 み く だ さ い 。

「 学 習 の 森 」 生 涯 学 習 施 設

竹 細 工 教 室春 季 企 画 展

「 発 掘 さ れ た 安 中 の 遺 跡 ２ ０ １ ０ 」

　 市 内 で 発 掘 調 査 さ れ た 遺 跡 の 最 新 の 成 果 を 広 く 市

民 の 皆 さ ん に 知 っ て も ら う た め の 企 画 展 で す 。 今 回

は 並 木 遺 跡 、 堀 端 遺 跡 、 小 日 向 地 区 遺 跡 群 （ 田 中 西 遺

跡 ・ 上 新 浜 遺 跡 ） 、 高 梨 子 地 区 遺 跡 群 、 国 衙 下 辻 遺 跡

な ど の 資 料 を 展 示 し ま す 。

展 示 期 間 ▼ ４ 月 29 日 （ 祝 ） 〜 ６ 月 30 日 （ 水 ）

観 覧 料 ▼

● 春 季 企 画 展 講 演 会

第 １ 回 「 九 十 九 川 流 域 の 発 掘 調 査 」

講 師 ▼ 壁　 伸 明 （ 市 教 育 委 員 会 ）

日 時 ▼ ５ 月 16 日 （ 日 ）　 午 後 １ 時 30 分 〜 ３ 時 30 分

第 ２ 回 「 古 代 東 国 の 出 土 文 字 資 料 」

講 師 ▼ 高 島　 英 之 （ 県 埋 蔵 文 化 財 調 査 事 業 団 ）

日 時 ▼ ６ 月 13 日 （ 日 ）　 午 後 １ 時 30 分 〜 ３ 時 30 分

会 場 ▼ ふ る さ と 学 習 館 市 民 ギ ャ ラ リ ー

定 員 ▼ 各 50 名

費 用 ▼ 無 料

申 込 み ▼ 電 話 で ふ る さ と 学 習 館 へ お 申 し 込 み く だ さ い 。

　 　 　 　 （ 当 日 受 付 可 ）

一 般
団 体 （ 20 名 以 上 ）

高 校 生 以 下

１ ０ ０ 円

80 円
無 料

並
木
遺
跡
の
焼
印

小
日
向
上
新
浜
遺
跡
の
土
師
器
結
合
器
台

写 真 上 ： 郡 奉 行 役 宅 外 観

写 真 左 ： 昨 年 の 講 座 風 景
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安
中
市
商
工
会
が
市
内
産
の
廃
棄
梅
の
利
用
と
地
域
活

性
化
を
目
的
に
開
発
し
た
健
康
サ
プ
リ
メ
ン
ト
「
梅
美
和
」
な

ど
が
、
中
小
企
業
異
業
種
交
流
財
団
に
よ
る
異
業
種
交
流

成
果
表
彰
で
「
優
秀
技
術
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。同
商
工
会

は
今
年
度
中
の
商
品
化
を
目
指
し
て
い
て
、
地
域
活
性
化
の

一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

安
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市
商
工
会
開
発
サ
プ
リ
が
優
秀
技
術
賞

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
収
益
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行
う
こ
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
治
会
な

ど
へ
助
成
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
東
横
野
久
保
地
区
で
は
、
こ
の
助
成
事
業
に
よ
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
し
た

　
３
月
３
日
（
水
）
か
ら
７
日
（
日
）
に
か
け
て
安
中
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
展
示
発
表
と
舞
台
発
表
あ
わ
せ
て
２
８
団
体
が
参

加
し
て
第
７
回
安
中
市
文
化
協
会
早
春
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
、
展
示
と
舞
台
発
表
あ
わ
せ
て
２
，
０
０
０
人
以
上

の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
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バ
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２
月
２
０
日
（
土
）
か
ら
３
月
３
１
日
（
水
）
ま
で
秋
間
梅
林

が
開
園
さ
れ
ま
し
た
。期
間
中
は
千
葉
県
南
房
総
市
の
物
産

即
売
会
や
野
点
、
い
も
煮
会
、
ち
び
っ
子
も
ち
つ
き
大
会
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

春
の
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３
月
２
１
日
（
日
）
に
大
谷
地
区
の
皆
さ
ん
約
２
０
０
人
が

参
加
し
て
、
通
学
路
で
も
あ
る
県
道
安
中
・
吉
井
線
の
ご
み

拾
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ご
み
拾
い
は
昨
年
に
続
い
て
行
っ
た
も
の
で
、
安
全

で
き
れ
い
な
通
学
路
に
な
り
ま
し
た
。

き
れ
い
な
通
学
路
に
な
り
ま
し
た

　
４
月
１
日（
木
）に
鷺
宮
の
咲
前
神
社
で
一
の
市
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
「
太
々
神
楽
」
な
ど
の
神
楽

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
多
く
の
露
店
が
出
店
し
、
訪
れ

た
皆
さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

、

千
ヶ
滝
祭
り

　
３
月
２
８
日
（
日
）
に
細
野
地
区
の
仙
ヶ
滝
で
千
ヶ
滝
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。子
ど
も
向
け
の
マ
ス
釣
り
の
ほ
か
、
甘

酒
、豚
汁
な
ど
が
地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
振
舞
わ
れ
、終
日

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

、
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　 高 齢 者 の 人 が 運 転 免 許 を 更 新

す る 場 合 、 群 馬 県 公 安 委 員 会 か

ら 更 新 期 間 満 了 日 ６ カ 月 前 に

「 高 齢 者 講 習 通 知 書 」 が 郵 送 さ

れ ま す 。

　 高 齢 者 講 習 は 通 知 書 記 載 の 教

習 所 で 実 施 し て い ま す 。 皆 さ ん

に は 、 高 齢 者 講 習 通 知 書 を 受 領

し た 場 合 、 早 期 に 最 寄 り の 教 習

所 に 高 齢 者 講 習 の 予 約 申 込 み を

お 願 い し ま す 。

　 予 約 が 遅 れ た 場 合 、 遠 方 の 教

習 所 で 高 齢 者 講 習 を し て い た だ

く こ と に な り ま す 。

　 な お 、 高 齢 者 講 習 受 講 後 は 、

「 高 齢 者 講 習 終 了 証 明 書 」 を 大

切 に 保 管 し 、 更 新 手 続 き 期 間 に

入 っ た ら 交 通 安 全 協 会 に 持 参 し

高 齢 者 講 習 の

早 期 受 講 の お 願 い

世 界 禁 煙 デ ー ・

禁 煙 週 間

運 転 免 許 証 更 新 手 続 き を 行 っ て

く だ さ い 。

問 合 せ ▼ 安 中 交 通 安 全 協 会 （ ☎

３ ８ ２

－

０ ２ １ １ ）

　 ５ 月 31 日 は 、 世 界 保 健 機 関 （ Ｗ

Ｈ Ｏ ） が 定 め る 「 世 界 禁 煙 デ ー 」

で す 。

　 国 で は 世 界 禁 煙 デ ー に 合 わ せ

て 、 ５ 月 31 日 か ら ６ 月 ６ 日 ま で

を 「 禁 煙 週 間 」 と し て い ま す 。

た ば こ の 害 は 、 吸 う 人 に も 吸 わ

な い 人 に も 及 び ま す 。 健 康 を 自

分 で 守 る た め に で き る こ と 、 そ

れ は 禁 煙 で す 。

　 ま た 、 周 り の 人 に 迷 惑 を か け

な い 喫 煙 マ ナ ー を 心 が け ま し ょ

う 。

「 思 い や り 駐 車 場 利 用 証 制 度 」 を

ご 存 じ で す か ？

身 体 障 害 者 福 祉 法 に お け る

肝 臓 機 能 障 害 の 追 加 に つ い て

　
高
橋
洋
子
さ
ん
が
４
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
の
委

嘱
を
受
け
、人
権
擁
護
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。人
権
擁
護
委

員
は
、法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
月

の
人
権
相
談
や
啓
発
活
動
を
行
な
う
な
ど
、皆
さ
ん
の
一
番

身
近
な
相
談
相
手
で
す
。日
常
生
活
の
中
で
、人
権
問
題
だ
と

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
人
権
相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　 群 馬 県 は 「 思 い や り 駐 車 場 利 用 証 制 度 」 を 実 施 し て い ま す 。

こ の 制 度 は 県 が あ ら か じ め 車 い す 使 用 者 用 駐 車 施 設 の 利 用 対

象 者 を 定 め て 、 申 し 出 に 基 づ き 利 用 証 を 交 付 す る も の で す 。

　 利 用 証 所 持 者 は 、 県 と 協 定 を 結 ん だ 事 業 者 が 管 理 す る 車 い

す 使 用 者 用 駐 車 施 設 を 利 用 し や す く な り ま す 。

※ 群 馬 県 が 交 付 し た 利 用 証 は 山 形 ・ 福 島 ・ 栃 木 の 各 県 で も 利

用 で き ま す

※ 利 用 証 の 交 付 を 受 け て い な い 人 で も 、 け が や 病 気 な ど の 事

情 が あ る 場 合 に は 、 思 い や り 駐 車 場 の 利 用 が 可 能 で す

対 象 ▼ 高 齢 者 、 障 害 者 、 難 病 患 者 、 妊 産 婦 の う ち 交 付 基 準 に 該

当 す る 人

申 出 方 法 ▼ 所 定 の 申 し 出 書

申 出 書 配 布 場 所 ▼ 県 庁 障 害 政 策 課 、 市 役 所 本 庁 福 祉 課 ・ 支 所

保 健 福 祉 課 な ど

問 合 せ ▼ 県 障 害 政 策 課 （ ☎ ０ ２ ７

－

２ ２ ６

－

２ ６ ３ ４ ）

　 身 体 障 害 者 福 祉 法 関 係 政 省 令 が 改 正 さ れ 、 平 成 22 年 ４ 月 か

ら 身 体 障 害 者 福 祉 法 に お け る 身 体 障 害 に 肝 臓 機 能 障 害 を 追 加

す る こ と が 決 定 さ れ ま し た 。

　 申 請 に 関 し て は 本 庁 福 祉 課 障 害 福 祉 係 ま た は 支 所 保 健 福 祉

課 福 祉 子 ど も 係 ま で ご 相 談 く だ さ い 。

※ 認 定 基 準 が あ る の で 、 か か り つ け の 医 師 に 相 談 し て く だ さ い

申 請 ・ 問 合 せ ▼ 本 庁 福 祉 課 福 祉 課 障 害 福 祉 係 ・ 支 所 保 健 福 祉

課 福 祉 子 ど も 係 （ ☎ ３ ８ ２

－
１ １ １ １ ）

　
自
衛
隊
で
は
次
の
と
お
り
幹
部
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
は
一
般
・
技
術
・
歯
科
・
薬
剤
科
の
コ
ー
ス
か
ら
各
自
衛
隊
の
幹
部
自
衛
官
と
な
る
者

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
含
む
）を
養
成
す
る
制
度
で
、採
用
と
同
時
に
陸
上
・
海
上
・
航
空
の
各
自
衛
隊
曹
長
に
任

命
さ
れ
、幹
部
候
補
生
と
し
て
一
定
期
間
の
教
育
を
受
け
た
後
、３
等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任
、幹
部
自
衛
官
と
な

り
ま
す
。

　
一
般
曹
候
補
生
は
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
曹
と
な
る
自
衛
官
を
養
成
す
る
制
度
で
す
。一
般
曹
候
補

生
は
、入
隊
後
２
年
９
月
以
降
選
考
に
よ
り
３
曹
へ
昇
任
し
ま
す
。

応
募
要
項

▼自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
合
せ

▼自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所（
☎
３
２
６
－
１
７
６
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼ht
tp
://
w
w
w
.m
od
.g
o.
jp
/p
co
/g
un
m
a/

募
集
種
目

幹
部
候
補
生

一
般
曹
候
補
生

自
衛
官
候
補
生

（
男

子
）

受
験
資
格

20
～
26
歳
未
満
の
人

※
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在

18
～
27
歳
未
満
の
人

※
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在

18
～
27
歳
未
満
の
男
性

※
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在

応
募
期
間 ～

５
月
10
日（
月
）

年
間
を
通
じ
て

募
集
し
て
い
ま
す

試
　
験
　
日

５
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）

※
16
日
は
パ
イ
ロ
ット
志
願
者
の
み

５
月
22
日（
土
）

応
募
時
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す

緑 の 募 金 推 進 キ ャ ン ペ ー ン

緑 化 用 苗 木 の 配 布

　 春 の 緑 化 運 動 の 一 環 と し て 、 安 政 遠 足 前 夜 祭 の 中 で 、 ハ ナ ミ

ズ キ ・ ド ウ ダ ン ツ ツ ジ ・ ロ ウ バ イ な ど の 苗 木 約 ３ ５ ０ 本 を 配 布

し ま す の で 、 お 出 か け く だ さ い 。

※ 樹 種 、 本 数 の 変 更 が あ る 場 合 も あ り ま す

日 時 ▼ ５ 月 ８ 日 （ 土 ） 午 前 11 時 〜

場 所 ▼ 安 中 市 文 化 セ ン タ ー 駐 車 場

※ 苗 木 １ 本 に つ き 、 ２ ０ ０ 円 以 上 を 緑 の 募 金 に ご 協 力 く だ さ い

問 合 せ ▼ 谷 津 庁 舎 農 林 課 林 政 係 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

自 衛 官 募 集

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

高
橋
洋
子
さ
ん（
再
任
）

○
住
民
登
録（
住
民
票
）と
は
関
係
な
く
、日
本
に
住
ん
で
い

る
全
て
の
人
に
、平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
、ふ
だ
ん
住
ん

で
い
る
場
所
で
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
調
査
時
期
は
、1
0月
１
日（
金
）を
基
準
日
と
し
、９
月
下
旬
か

ら
10
月
下
旬
の
間
で
、調
査
員
が
訪
問
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

守
っ
て
防
い
で

追
突
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　
群
馬
県
警
察
で
は
交
通
事
故
全
体
の
約
４
割
を
占
め
る
追

突
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、追
突
し
な
い
た
め
の「
前
方
注
視
・

運
転
集
中
運
動
」と
「
車
間
時
間
２
秒
間
運
動
」、
追
突
さ
れ
な

い
た
め
の「
早
め
の
合
図
実
践
運
動
」を
推
進
中
で
す
。

　
追
突
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、運
転
中
は
前
方
や
周
囲

の
安
全
確
認
と
運
転
操
作
に
集
中
し
、脇
見
な
ど
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
前
の
車
の
予
想
外
の
急
停
止
や
右
・
左

折
の
た
め
の
減
速
な
ど
で
追
突
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、前

の
車
と
の
車
間
時
間（
距
離
）を
２
秒
間
以
上
空
け
ま
し
ょ
う
。

　
追
突
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、停
止
す
る
と
き
や
右
・
左

折
の
た
め
減
速
す
る
と
き
は「
早
め
の
方
向
指
示
器
で
合
図
」

「
早
め
の
ス
ト
ッ
プ
ラ
ン
プ
で
合
図
」「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
で

合
図
」を
行
い
、後
続
車
や
周
囲
の
歩
行
者
・
自
転
車
な
ど
に

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

群
馬
県
警
察
・
安
中
警
察
署
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市
民

市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

●
行
政
相
談

本
庁
　
5/
6・
20
　
9時
～
12
時

支
所
　
6/
7　
13
時
30
分
～
16
時

●
無
料
法
律
相
談

本
庁
　
5/
7・
21
・
28
　
6/
4　
受
付
12
時
30
分
～
15
時

※
要
電
話
予
約
　
秘
書
行
政
課
（
☎
38
2－
11
11
）

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
人
権
相
談

本
庁
・
支
所
　
5/
20
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

本
庁
・
支
所
　
6/
3　
13
時
30
分
～
16
時
（
特
設
人
権
相
談
）

●
家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
子
ど
も
課
）
　

月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
子
ど
も
課
（
☎
38
2－
80
05
）

●
健
康
相
談

（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
16
時

支
所
　
5/
14
　
6/
11
　
9時
～
11
時
30
分

●
妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

●
労
働
相
談

本
庁
　
5/
6・
18
　
6/
1・
15
　
13
時
30
分
～
16
時

※
電
話
予
約
が
で
き
ま
す
。
　
商
工
観
光
課
（
☎
38
2－
11
11
）

●
障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
本
庁
･支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

●
青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
支
所
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

●
心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時

●
青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
商
工
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

●
交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

松
井
田
交
通
安
全
協
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
13
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
24
55
）

相
  談
  案
  内

給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
５
月
１
日
～
６
月
１
５
日
） 　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
01
57

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

38
2-
28
91

38
1-
23
22

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
5-
80
42

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47
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Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

休
館
の
ご
案
内
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市
民

恵
み
の
湯
　
　
　
　
　
5/
6・
18
　
6/
1・
15

峠
の
湯
　
　
　
　
　
　
5/
11
・
25
　
6/
8

鉄
道
文
化
む
ら
　
　
　
5/
6・
11
・
18
・
25
　
6/
1・
8・
15

文
化
セ
ン
タ
ー（
※
は
図
書
館
の
み
休
館
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5/
4・
11
・
18
・
25
・
31
※
　
6/
1・
8・
15

文
化
会
館
　
　
　
　
　
5/
6・
10
・
17
・
24
・
31
　
6/
7・
14
  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
　
5/
6・
11
・
18
・
25
　
6/
1・
8・
15

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
※
は
温
水
プ
ー
ル
の
み
休
業
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5/
6・
7・
10
・
11・
17
・
24
※・
31
※
　
6/
7・
14
※

学
習
の
森
　
　
　
　
　
5/
6・
7・
11
・
12
・
18
・
25
　
6/
1・
8・
15

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
5/
3・
6・
7・
10
・
11
・
17
・
24
・
31

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6/
7・
14

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14

曜
日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

行
　
　
事
　
　
名

●
安
政
遠
足
前
夜
祭

●
安
政
遠
足

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

日 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜
日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

行
　
　
事
　
　
名

●
第
12
回
歩
く
健
康
づ
く
り
大
会

　「
坂
本
宿
・
ア
プ
ト
の
道

　（
旧
丸
山
変
電
所
）散
策
コ
ー
ス
」

　
要
申
込

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
14
:0
0
～
15
:0
0

●
農
業
委
員
会
総
会

　
本
庁
　
11
：
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
お
も
し
ろ
科
学
教
室

　（
回
転
ア
ニ
メ
ご
ま
を
作
ろ
う
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
30
～
12
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

５
月
１
日
→
６
月
１
５
日

５
月
１
日
→
６
月
１
５
日

健
康
通
信

　
５
・
６
月
は
胃
が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。申
込
者
に
対
し
て
は
受
診
票

が
個
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
申
込
者
に
対
し
て
受
診
票
が
個
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。日
時
・
会
場
な

ど
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。申
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
受
診
を
希
望
す
る

人
は
、本
庁
健
康
課（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

５
月
２
・
16
日
（
日
）　
６
月
６
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

６
　
月

曜
日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

行
　
　
事
　
　
名

●
水
道
週
間（
～
7
日
）

●
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会
議（
7
～
9
月
）

　
旧
安
中
市
屋
外
施
設

　
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
18
:3
0
～

　
旧
松
井
田
町
屋
内
外
施
設

　
　
支
所
18
:3
0
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会
議（
7～
9
月
）

　
旧
安
中
市
屋
内
施
設

　
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
18
:3
0
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
久
保
井
戸
浄
水
場
一
般
開
放

●
第
2
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
開
会（
予
定
）9
:0
0
～

●
第
2
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
総
務
常
任
委
員
会（
予
定
）9
:0
0
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
2
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
市
民
文
教
常
任
委
員
会（
予
定
）9
:0
0
～

●
夏
の
映
画
会
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

　
文
化
会
館
9:
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
2
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
福
祉
民
生
常
任
委
員
会（
予
定
）9
:0
0
～

●
第
2
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会（
予
定
）9
:0
0
～

●
市
民
献
血
本
庁

　
10
:0
0
～
12
:0
0・
13
:0
0
～
15
:3
0

広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
５
月
号
２２

２３

５
月

５
　
月

６
月



秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
〜
第
四
楽
章
〜

〜
第
四
楽
章
〜

秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
〜
第
四
楽
章
〜

〜
第
四
楽
章
〜

秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
〜
第
四
楽
章
〜
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市民 INFORMATION

樋
口
了
一
コ
ン
サ
ー
ト

樋
口
了
一
コ
ン
サ
ー
ト

手 

紙  

〜
親
愛
な
る
子
供
た
ち
へ
〜

〜
親
愛
な
る
子
供
た
ち
へ
〜

樋
口
了
一
コ
ン
サ
ー
ト

手 

紙  

〜
親
愛
な
る
子
供
た
ち
へ
〜

　

１
９
９
３
年
の
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、

自
身
の
曲
を
多
数
発
表
す
る
ほ
か
、

作
家
と
し
て
様
々
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
楽
曲
を
提
供
す
る
樋
口
了
一

が
松
井
田
文
化
会
館
に
や
っ
て
き

ま
す
。
２
０
０
８
年
に
は
シ
ン
グ

ル
「
手
紙
〜
親
愛
な
る
子
供
た
ち

へ
〜
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

静
か
で
説
得
力
の
あ
る
歌
声
を
、

ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

日　時 ▼６月20日（日）午後６時～
　　　　（開場：午後５時30分）
場　所 ▼安中市松井田文化会館　大ホール
　　　　※詳細はＰ14をご覧ください
問合せ ▼松井田文化会館（☎３９３－４４００）

第３６３６回第３６３６回第３６回

安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン

　

毎
年
恒
例
の
侍
マ
ラ
ソ
ン
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。選
手
の
力
走

に
皆
さ
ん
の
あ
つ
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
▼
５
月
９
日（
日
）

ス
タ
ー
ト
▼
午
前
８
時　

安
中
城
址（
安
中
文
化
セ
ン
タ
ー
）　

参
加
人
数
▼
１
，５
０
０
人
以
上（
予
定
）

※

８
日
に
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
前
夜
祭
も
行
い
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
☎
３
８
２

－

２
５
０
０
）

　
「
安
政
遠
足
」の
ス
タ
ー
ト
直
後
か
ら
、催
し
物
を
開
催
し
ま
す
。お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
５
月
９
日（
日
）　

午
前
８
時
〜
午
後
１
時

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
入
口
付
近

　
　
　
（
武
家
長
屋
・
郡
奉
行
宅
周
辺
）

内
容
▼
無
料
福
引
会
・
わ
ら
じ
飛
ば
し
大
会
・
安
中
か
る
た
大
会
・
Ｊ
Ｃ

戦
隊
江
戸
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
お
茶
会
・
露
店
な
ど

募
集
▼
〇
わ
ら
じ
飛
ば
し
大
会（
小
学
生
以
下
）

　
　
　

〇
安
中
か
る
た
大
会

　
　
　
　

※

ど
ち
ら
も
参
加
費
無
料
、賞
品
多
数

問
合
せ
▼（
社
）安
中
青
年
会
議
所（
☎
３
８
２

－

２
８
２
４
）

　
　
　
　

第
50
回
碓
氷
関
所
大
祭

日
時
▼
５
月
９
日（
日
）　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
▼
松
井
田
町
横
川　

碓
氷
関
所
跡

内
容
▼
郷
土
芸
能
、露
天
商
や
お
楽
し
み
行
事
な
ど

問
合
せ
▼
支
所
地
域
振
興
課（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

フ
ェ
ス
タ「
大
江
戸
」ｉ
ｎ
あ
ん
な
か
開
催

フ
ェ
ス
タ「
大
江
戸
」ｉ
ｎ
あ
ん
な
か
開
催

　皆さんの声にお答えして、テレビでおなじみの
「千の風なって」が再度安中市に響き渡ります。
　秋川雅史の深みのある声と軽妙なトークをお
楽しみください。
日　　時 ▼７月24日（土）午後６時～
　　　　　（開場：午後５時30分）
チケット ▼全席指定4,500円（当日5,000円）
販売開始 ▼６月５日（土）午前８時30分～
電話受付 ▼６月７日（月）午前９時～

※１人４枚まで、未就学児はご遠慮
ください

問 合 せ ▼安中市文化センター
　　　　　（☎３８１－０５８６）


